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卿鳶資料A∽③  
医療機 器産業ビ ゾヨ ン   
（画像診断領域及び周辺領域における視点整理）  

0年後の  

三ニカ±対応した技術開発を産官学一体となり創出する。結果、国際競争  
力のある医療機器産業の構造を研卦開発せ産・販売の一連の政策ビ  
ジョンを基に国としての支援策をアクションプランとして提示し予算化実施。  

医療の流れから、クロスマーケットの有無を確認  
市場変化から、要望とされるニーズを考える。  
JrRAとして画像診断領域等、早急な技術開発  
と周辺技術の環境整備を考える。  

一  イノベーション促進のための集中期間は2002  

カー自らの努力と国の支捧唖化）  
・2025（80兆）  

自怒増は抑制不可一老人医療の影誓よりも医療の高度化＆人件費＆ 重篤患者長期入院によるコスト増が深刻要因となる。  
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